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 バイポーラ荷電を用いた静電式振動型エナジーハーベスタに関する研究	 






	 第 1 章は序論で，無線センサネットワークノードの概況についてふれ，電源を補助
するために身の回りの環境からエネルギーを収集し電力に変換するエナジーハーベス
ティング技術について目的，意義を明らかにした。 

















が可能で 4 インチのウエハから 13 × 12 × 1.2 mm3 のサイズで 23 個のデバイスを同時作
製でき，最大の発電力は±250 V 荷電，振動周波数 325 Hz，印加加速度 7 g，負荷抵抗














は電極間の静電容量変化のみ FEM 解析により解析すれば，無償で入手可能な SPICE







	 第 4 章は結論であり，本研究により得られた主な成果を総括している。 
	 
２．論文審査結果の要旨	 









	 本研究は，ウエアラブル MEMS デバイス用の電源として VEH を取り上げ，その中でも



















	 以上のように本研究は学術的な寄与のみならず，新しい MEMS エナジーハーベスタの
設計指針を与える点で工業的価値と貢献が非常に大きなものであるといえる。	 
	 よって本論文は博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。	 
	 また，平成 27 年７月 28 日，論文内容およびそれに関連する事項について試問を行
った結果，合格と判定した。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 27 年８月 19 日	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